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一
中
国
が
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
を
確
立

し
、
世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
へ
の
加
盟

に
伴

い
、
「法
に
依

っ
て
国
を
治
め
、
社
会

主
義
法
治
国
家
を
建
設
す
る
」
必
要
か
ら
、

中
国
の
法
制
改
革
と
法
学
研
究
に
も
新
し
い

動
向
が
見
ら
れ
る
。以
下
簡
単
に
紹
介
す
る
。

◎
憲
法
の
改
正

報
道
に
よ
る
と
、
中
国
全
国
人
民
代
表
大

会
常
務
委
員
会
は
、
憲
法
改
正
領
導
小
組
を

組
織
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
は
憲
法
改

正
に
動
き
始
め
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

中
国

の
現
行
憲
法
は
、

一
九
八
二
年
、
計

画
経
済
体
制
の
下
に
制
定
さ
れ
た
。
改
革
開

放
の
進
展
に
伴
い
、
中
国
全
国
人
民
代
表
大

会
は
、

一
九
八
八
年
、

一
九
九
三
年
、

一
九

九
九
年
に
、
憲
法
に
対
し
て
三
度
の
改
正
と

補
足
を
施
し
た
。
主
な
点
は
、
経
済
面
で
は
、

個
人
経
営
経
済
と
私
営
経
済
の
合
法
性
を
認

め
た
こ
と
、
土
地
使
用
権
の
合
法
的
譲
渡
を

許
可
し
た
こ
と
、
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制

を
確
立

し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
面

で
は
、
郡
小
平
理
論
を
国
家
の
指
導
的
思
想

と
し
、

「法
に
依

っ
て
国
を
治
め
、
社
会
主

義

法
治

国
家

を
建

設

す

る
」
と

い
う

目
標

を

加

え

た

こ
と

で
あ

る
。

こ

こ
数

年
、
中

国
経

済

が
急

速

に
発

展
す

る

一
方

で
、
政
治

改
革

が
相
対

的

に
立

ち
遅

れ

て

い
る
と

い
う
状
況

に
鑑

み
、

人

々
は
政

治
改
革

を
呼

び

か
け

る

の
と

同
時

に
、
憲

法

に
対

し

て
も
必
要

な
改

正
を
行

う

よ
う

求

め

て
い
る
。

し
か

し
、

一

部

の
学

者

も
気
付

い
て
い
る
よ

う

に
、

憲
法

改
正

を
通

し

て
政
治

改
革

を
推
進

さ

せ
る

こ

と

で
、

中

国

に

「現

代

の
民
主
政

治
的

性
質

を
備

え
た
憲

法

」
を

も
た

せ
よ

う
と
す

る
期

待

は
、

明

ら

か
に
高

す
ぎ

る

の
で
あ

る
。

つ

ま
り
、

現
在

の
中

国

に

お

い
て
は
、
民

主
政

治

の
理
念

に
基

づ
き

、
憲
法

を
全

面
的

に
改

正
す

る

に
は
、
時

期
尚

早

な

の
で
あ

る
。

そ

の
た

め
、
今

回

の
憲

法
改

正

に
お

い

て
は
、

「三

つ
の
代
表

」
の
思

想

お
よ
び

「全
面

的

に

や
や
豊

か

な
社
会

を
建

設

す

る
」

と

い
う
国

家

目
標

を
憲

法

の
中

に
盛

り
込

み
、

こ
れ

に

併

せ
て
、

私
有
財

産

を
保
護

す

る
内

容

を
増

加

さ

せ

る
に
違

い
な

い
と
推

測

す
る
人

も

い

る
。

民
主

政
治

の
面

に
至

っ
て
は
、
改

正

お

よ
び
補

充

す

る
内

容

は
あ

ま
り
多

く
な

い
で

あ

ろ
う
。

だ
が

、
公

民

の
権

利

を
保
障

す

る

条

項

、
例

え
ば

公

民

の
請

願

の
自
由

、

ス
ト

ラ

イ

キ
を

行

う
自

由

、

移
転

の
自

由

な

ど
、

を
増

や

す

こ
と
を
主

張

す
る
学

者

も

い
る
。

こ
の
他

と
し

て
、
憲

法

に
お

い
て
は
、

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
や

一
般
的

な
政

治

お
よ
び

政
策

の

宣

伝

と

い

っ
た
内
容

は
薄

ら

い
で

い
く

だ
ろ

う
。
憲

法

の
権

威

を
打
ち

立

て
る
た

め
、

違

憲

審
査

機
構

の
条
項

を
加

え

る
よ
う

主
張

す

る
学
者

も

い
る
。

も
し
中

国
社
会

の
経
済

発

展

と

政

治

改
革

が
比

較
的

順

調

に
進

行

し
、

安

定
的

で
あ

る
な

ら
ば

、

一
〇
年

、

な

い
し

は
、

そ
れ

よ
り

は
も

う
少

し
長

い
時

間
が

経

過

し

た
後

に
、

中
国

は
民
主

政
治

的

な
憲

法

を
も

つ
こ
と

に
な

る
に
ち

が

い
な

い
と
推

測

す

る
人

も

い
る
。

焦

り

す
ぎ

た

場
合

に

は
、

「急

い
て

は
事

を
仕

損

じ

る

」

に
な

り

か

ね

な

い
で
あ

ろ
う

。

◎
民
法
典
の
制
定

二
〇
〇
二
年

一
二
月
、
中
国
全
国
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
は
民
法
典
草
案
の
審
議

を
開
始
し
た
。
こ
の
重
大
な
立
法
活
動
は
、

社
会
全
体

の
関
心
を
集
め
た
。
民
法
は
国
家

の
基
本
法
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
平



等

な
主
体

間

に
お
け

る
財

産
関

係

や
人
身

関

係

(人
格

権

・
身

分
権

)

を

調

整
、

規
律

す

る
。

中

国

は
改
革

開

放

以
来

、

相

次

い

で
、

民

法
通

則
、
契
約

法
、
担

保

法

、
著
作

権

法

、

商

標
法

、
特
許
法

、
婚
姻

法

、
養

子

縁
組

法

、

相

続
法

な

ど

の
民
事

に
関

す

る
法
律

を
制

定

し
た
。
ま

た
、
そ

の
他

の
法

律

に

お

い
て
も

、

民
事
法

律
関

係

に
関

す

る
規
定

を
設

け

た
。

だ

が
、
社
会
経

済

の
発
展

と
変

化

に
対
応

し

、

民
主

的
な
法

制
度
建

設

を
推

し

進

め
、

世
界

貿
易

機
関
加

盟

へ
の
必

要

か
ら

、
中

国

は
民

法

の

「法
典

化
」

の
実

現

に
努

め
て
き

て

い

る
。調

べ
た
限
り

で
は
、

今

回
審

議

に
付

さ

れ

た

民
法
典

草
案

は
、
既

存

の
民

事
法

律

・
法

規

を
整

理
、
編
集

し
、

そ

こ
に
、
新

た

に
起

草

さ

れ
た
物
権
法

草
案

を
加

え
た
基

礎

の
上

に
、
形
成

さ

れ
た
も

の
で
あ

る
。
全

体

で
九

編

か

ら
な

っ
て
お
り
、

第

一
編

"
総

則

、
第

二
編

"
物
権
法

、
第

三
編

"
契

約
法

、

第

四

編

"
人
格
権
法

、
第

五
編

"
婚

姻
法

、

第
六

編

"
養

子
縁
組

法
、
第

七

編

"
相
続

法

、
第

八
編

"
権
利

侵
害
責

任
法

、
第

九
編

"
渉
外

民
事

関
係

の
法
律
適

用
法

で
あ

る
。
草

案

の

条
文

を
、
各

編

ご
と

に
単
独

で
計

算

す

る
と
、

全
部

で

一
二
〇

九

の
条
文

が
あ

る
。

民
法

典

草
案

が
立
法

の
議
事

日
程

に
上

っ
た

こ
と

は
、

中

国

の
立

法
史

上
、

ま

さ

に
里

程
標

の
意

義

を
も

っ
た
出
来

事

で
あ

る
と
中

国
法

学

界

の

人

々

は
考

え

て

い
る
。

な
ぜ

な
ら
、

中

国

は

官
僚

体
制

(官

本
位

)
、
刑

法

を
重

ん

じ
民
法

を
軽

ん

じ

る

こ
と

、
公
権

を
重

ん

じ
私
権

を

軽

ん
じ

る
こ
と

に
、
長
期

に
わ
た

っ
て
染
ま

っ

て
き
た

国
家

で
あ

り
、

そ

れ
が
故

に
、

民
法

典

の
制
定

に
は
、
重

要

な
現
実

的

意
義

と
歴

史
的

意
義
を
認

め
ざ

る
を
得

な

い

の
で
あ

る
。

し
か

し
、

一
体

全

体

ど

の
よ
う

に
民
法

典

を

制

定
す

る

の
か
、

ど

の
よ

う
な
民

法
典

を
制

定

す

る

の
か
に

つ
い
て
、
中

国

の
法
学

界

で

は
、
民
法
典
草
案

が
立
法

機
関

の
審
議

に
入

っ

た

こ
と
か
ら

、
黙

し

て
語

ら
ず

と

い
う

の

で

は
な
く

、

か
え

っ
て
激

し

い
討
論

や
論

争

を

展
開

し
た
。

こ

の
こ
と

は
、
中
国

法

学

界

の

新
た

な
状
況

を
反

映

し
た

も

の

で
あ

る
。

◎
私
的
権
利
の
開
放

民
法
典
の
立
法
指
導
思
想
に
つ
い
て
、
民

法
典
が
「人
民
の
自
由
に
関
す
る
バ
イ
ブ
ル
」

と
褒

め
称

え
ら

れ

る
か
ら

に

は
、
民

法
典

立

法

の
基
本

的
な

価
値
指

向

は

「私
権

空
間

を

拡
大

す

る
」
も

の

で
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
と
、

一
部

の
学
者

は
考

え

る
。

ま

た
、
伝

統

的
な

中

国
社

会

も

改
革

開

放
前

の
中

国

社

会

も
、

い
ず

れ

も
が
公

権
力

秩
序

を
核

心

と
す

る
社

会

で
あ
り

、

私
権

と
私

権

に
関

す

る
法

は
、

中

国

で
は

こ
れ
ま

で
ず

っ
と

重
視

さ

れ

て
こ

な

か

っ
た
。

こ
の
た

め
、
民
法

典

は
、
私

権

を

拡

大
し

、
公
権

の
私
権

に
対

す

る
任
意

の
侵

害

や
威
嚇

を
防

止

す

る
と

い

っ
た
立
法

に
お

け
る
根

本
的

な
指

導
的

思
想

を

具
体

的

に
表

す

べ
き

で
あ

る
、
と
指
摘

す

る
学

者

も

い
る
。

民
法

典

の
基
本

的

な
特
徴

に

つ
い

て
、

一

部

の
学

者

は
、
開

放
型

の
民
法

典

を
制
定

す

べ
き

で
あ

る
と
指

摘

す

る
。

そ

こ
に

は
、

主

体

の
地

位

と
資
格

の
開

放

(す

な

わ
ち
自

然

人
と

法
人

に
制

限
す

る

に
と

ど
ま

ら
な

い
こ

と
)
、
民

事

権

利

の
開

放

(す

な

わ

ち

民
事

権

利

の
規
定

は
限
定

が

あ

る

べ
き

で
は
な

い

こ
と

)
、

民

事

行

為

の
開

放

(す

な

わ

ち

、

「法

律

が
禁

止

し

て

い
な

い
こ

と

は
す

べ
て

合
法

で
あ

る

こ
と
」

と

い

っ
た

よ
う

に
、

民

事
活

動

に

お
け

る
私

的
権

利

の
積

極
性

を
引



き
出

す

こ
と

に
重

き

を

お
か
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
こ
と

)
、

民
事

責

任

の
開

放

(
す

な
わ

ち
権

利
が
与

え

ら
れ

た
人

の
権

利
救

済

手
段

を
多
様

化

す

る

こ
と

)

が
含

ま

れ

る
。

も
し

民
法
典

を
閉

じ

た
体
系

と
し
、

完
全

に

「法

定
主
義

」
を
採

用

す

る
な

ら
ば

、

そ
れ

は
危

険

に
満

ち

て
お
り

、
私

権

を
過
剰

に
制
限

し
、

社
会

や
経
済

の
発

展

を
阻
害

す

る

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う
と
指

摘

す

る
学
者

も

い
る
。

◎
民
法
典
編
纂
の
争
点

民
法
典

の
編

纂

方
式

に

つ

い
て
、

一
部

の

学

者

は
、

現

在

審

議

に
提

出

さ

れ

て

い

る

「散
漫

方
式

、

編

集

式

」

の
民

法

典
草

案

に

賛

成

せ
ず

、

「論

理

性

と
体

系
性

を
備

え

た

民

法
典
」
を
制
定

す

る

よ
う
主
張

し

て
い

る
。

ま
た
、

あ

る

学
者

は

、

「体

系

が
乱

れ
、

論

理
性

を
重

ん

じ
な

い
民
法

典

が
中

国

に
も
た

ら
す

で
あ

ろ
う

損
害

は
、

中
国

に
民
法
典

が

な

い
こ
と

よ
り

も
、

何

千

倍

に
も

な

る
だ
ろ

う
」

と
指
摘

し

て

い
る
。

民
法
典

の
形
式

問

題

に

つ

い
て
、
立
法

機

関

の
人

々
が
語

っ
た

こ
と

に
よ
れ
ば

、
民

法

典

の
編

纂

の
仕
事

か

ら
見

る
と
、
論

争

が
最

も
激

し

く
、

最
も

差

し
迫

っ
て
解

決

し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
の
は
、

民
法

草
案

に
関

す

る

形
式

問
題

で
あ

る
。
な

か

で
も

、
知
的

所
有

権
法

と
渉

外

民
事
関

係

の
法

律
適

用
法

を
民

法
典

に
組

み
入
れ

る

べ
き

か
、

ま
た
人
格

権

法

と
債
権

法
総

則

を
民
法

典

の
中

で
独

立
し

た

一
編

と

し
て
編
集

す

る

べ
き

か
、
と

い
う

問
題

に
集

中

し

て

い
る
。

こ
れ

以
外

に

も
、

物
権

法

に
、

国
家

所

有
権

、
集

団
所

有
権

、

私
的

所
有

権

と

い
う
三
種

類

の
所
有

権

を
明

確

に
規
定

す

る
か

ど
う

か
と

い
う

問
題

な
ど

に

も
論
争

が

あ

る
。

民

法
典

に
お
け

る
法
理

上

の
根
拠

問
題

に

つ
い

て
、

中
国

が
民

法
典

を
制

定

す

る
こ
と

は
、
中

国

の
国
情

か

ら
出
発

す

べ
き

で
あ

り
、

自

己

の
実

践
経

験

と
法
学

研
究

の
成

果
を
重

視

す

べ
き

で
あ

る

こ
と

に
疑

い
は
な

い
が
、

同
時

に
、

大
陸

法
系

の
国

家
、

と

り
わ

け
ド

イ

ツ
に

お
け

る
民
法

理
論

と
立

法
経

験
を
真

剣

に
吸
収

し
、
参

考

と
し

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
と

中
国

の
法
律

家

は
考

え

て

い
る
。
あ

る

学
者

が

「
新

し

い
も

の
を
創

り

出

す

べ
き

」

と
強

調

し
、
「ド

イ

ツ

の
民

法

に
対

し

て

ノ
ー

と
言

わ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
」

と
提
起

し
た

と
し

て
も
、

中

国

が
、

ド
イ

ツ
か

ら
受

け
継

い
で
き
た
民

法

に
関

す

る
概
念

、
原

則
、

制

度

、

理
論

体

系

は
、

す

で
に

一
〇
〇

年

の
歴

史

が
あ

り
、

中

国

の
法

律

的
伝

統
と

法
律
文

化

の
基

礎

に
な

っ
て
お
り

、

ま
た
中

国

の
立

法

、
司
法

、

法
律

教
学

と

研
究

に

お
け

る
基

本

的
な

法
理

上

の
根
拠

に
な

っ
て
い
る
。

こ

の
た

め
、
中
国

が

民
法

典

を
制
定

す

る

の
は
、

も

と

よ
り
中

国

の
国
情

と

は
切

り
離

せ
な

い

が

、
法

律

の
淵

源

と
法

理

上

の
根

拠

か
ら

、

中

国

は
ド
イ

ツ
法
系

に
属

す

る
と

い
う
基
本

的
事

実

を
直
視

す

べ
き

で
あ

る
。

民
法
典

草
案

の
立

法
審

議
プ

ロ
セ
ス

の
問

題

に

つ

い
て
、

民
法

典
草

案

の
審

議
開
始

か

ら
民

法
典

草
案

の
正

式
採

択

ま

で
は
、
討

論
、

検

討

、
修

正
、

改
善

を
繰

り

返
す
プ

ロ
セ

ス

で
あ

り
、

そ

の
間

に
、
専

門

の
学
者

、

司
法

の
実
務

部

門
、
そ

の
他

の
分
野

の
有

識
者

が
、

民
法
典

の
法

律
制
定

活
動

に
参

与
す

る

こ
と
、

民
法
典

あ

る

い
は
民

法
典

の
あ
る
部

分

の
建

議

案

の
提
出

を
含

め
、

こ
う

し
た

こ
と
を

歓

迎

し
、

参
考

に
す

る
、
と

立
法

機
関

の
人

々

は
考

え

て

い
る
。

立
法

機

関

は
、
審
議

の
プ

ロ
セ
ス
に

あ

っ
て
、

民
法
典

草
案

を

ま
と

め



て
一
度

に
採
択
で
き
ず
、
編
ご
と
に
審
議
に

採
択
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
。
立
法
審
議

計
画
に
よ
れ
ば
、
二
〇
9

二
年
は
、
そ
の
重

点
は
物
権
法
草
案
を
審
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
が
現
在
審
議
に

提
出
し
て
い
る
民
法
典
草
案
は
、
総
則
に
お

い
て
、
民
事
行
為
を
制
限
す
る
未
成
年
者
の

規
定
を
満
七
歳
に
し
て
い
る

(も
と
も
と
の

民
法
通
則
は
満

一
〇
歳
と
規
定
す
る
)
。
物

権
法

で
は
、
国
家
所
有
権
、
集
団
所
有
権
、

私
的
所
有
権
お
よ
び
建
築
物
区
分
所
有
権
を

規
定

し
、
土
地
請
負
経
営
権
、
建
設
用
地
使

用
権
、
不
動
産
質
権

(「典
権
」
)
、
居
住
権
、

探
砿
権
、
採
鉱
権
、
漁
業
権
な
ど
の
用
益
物

権
を
規
定
し
、
抵
当
権
、
質
権
、
留
置
権
、

担
保
譲
渡
な
ど
の
担
保
物
権
を
規
定
し
た
。

人
格
権
法
で
は
、
生
命
健
康
権
、
姓
名
権
、

名
称
権
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
、
肖
像
権
、
信

用
権
、
私
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
ど
を
規
定

し
た
。
権
利
侵
害
責
任
法
で
は
、
特
に
精
神

損
害
賠
償
問
題
を
規
定
し
た
。
渉
外
民
事
関

係
の
法
律
適
用
法
の
問
題
で
は
、
民
法
通
則

の
中

で
関
連
す
る
規
定
を
取
り
入
れ
る
ほ
か

に
、
反
致
、
外
国
法
の
調
査
、
国
際
慣
例
の

適
用

、
互
恵

対
等

の
原

則
を
加

え

、

そ
し

て

物

権

、
知
的

所
有

権

に

つ
い

て
の
法
律

適
用

規
定

を

加

え
、

併

せ

て
、

民
事

上

の
主
体

、

契
約

、
権

利
侵
害

、
婚

姻
家
庭

お
よ
び

相
続

に

つ
い
て

の
法
律

適
用

問
題

に

つ
い
て

一
層

具
体

化

し

た
。

民

法

は
多

方
面

に
関

係

し

、

内

容

が
複
雑

な

の
で
、

民
法
典

草

案

の
立
法

審

議

の
過

程

は
、
間
違

い
な
く
、

中
国

の
民

事
法
学

研
究

を
高

め
、

深

め
る
過

程

で
も

あ

る
。

民
法
典

が

世

に
出

る
の
と
同

時

に
、
中

国

は
自

ら

の
民

法
学

の
理
論

体
系

を
形

成

す

る

こ
と

に
も
な

る
だ

ろ
う
。

◎
人
権
保
障
の
進
展

刑
事

法

の
分

野

で
は
、
中

国

の
刑

法

に
規

定

さ
れ

て

い
る
死
刑

の
条
項

が
多

す
ぎ

て
お

り
、

司
法

実
践

に

お

い
て
、
死
刑

判

決

に
処

せ

ら
れ

る
犯
罪

人

の
数

も
多

す
ぎ

で
あ

る
と

一
部

の
学

者

は
見

な
し

て

い
る
。

こ

の
こ
と

か

ら
、
死

刑
制

度

に
対
す

る
改
革

を
行

う
よ

う
建

議

し
、
併

せ

て
、
立

法
と

司
法

に
お

い

て
重

刑
主

義

の
傾
向

を
改

め

る
よ

う
要
求

し

て

い
る
。
刑
事

訴
訟

手
続

の
面

で
は
、
「推

定

無

罪
」
の
原
則

を

明
確

に
導

入
し
、
併

せ

て
、

犯
罪
容
疑
者
と
刑
事
被
告
人
に

「黙
秘
権
」

を
与
え
、
長
期
に
わ
た
っ
て
適
用
し
て
き
た

「抵
抗
す
る
者
は
厳
重
に
、
自
白
す
る
者
は

寛
大
に
処
分
す
る
」
と
い
う
、
罪
を
自
ら
認

め
る
こ
と
を
強
要
す
る
刑
事
政
策
を
改
め
る

よ
う
に
主
張
す
る
学
者
も
い
る
。

行
政
法
で
は
、
中
国
は
世
界
貿
易
機
関
加

盟
の
承
諾
に
基
づ
き
、
行
政
体
制
改
革
を
逐

次
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、中
国
も

行
政
法
律
制
度
を
引
き
続
き
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
ご
ろ
、中
国
全
国
人
民

代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
「居
民
身
分
証
法
」

を
審
議
採
択
し
、
ま
た

「行
政
許
可
法
」
を

審
議
し
て
い
る
。
労
働
教
養
に
つ
い
て
の
立

法
も

一
段
と
力
を
入
れ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
収
容
送
還
制
度

に
は
た
く
さ
ん
の

弊
害
が
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
国
務
院
は

「城
市
流
浪
乞
討
人
員
救
助
管
理
辮
法
」
を

制
定
、公
布
し
、
一
九
八
二
年
に
国
務
院
が
制

定
し
た

「収
容
遣
送
辮
法
」
を
撤
廃
し
た
。

こ
れ
は
人
権
保
障
精
神
を
具
体
的
に
表
し
た

も
の
で
あ
り
、
中
国
の
行
政
改
革
に
新
た
な

進
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
学
者
た

ち
は
考
え
て
い
る
。
(郭
翔

著
、小
林
行
恵
訳
)


